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に対して行い，そのうち13部（36.1%）の謹蕩で CD44v6
を発現していたO その131弼中 2fJU〔15.4%）でのみリ
ンパ筒転移を認めたのに対し CD44v6陰性の23開中
14例（60.9%）でリンパ節転移を認めた（pく0.01）。さ
らに CD44v6I室性部は予後不良であった（pく0.05）。
CD44v6揚性倒13開中日開では CD44stもi毒性であり，
CD44st発現の欠失も患者の予後を不良とする昌子で
あった。免疫組織染色で CD44v6陰性の麗蕩に対し
RT-PCR Southern blot hybridizationを千子い mRNAレ
ベルでの CD44v6発現の欠失も証明された。 CD44特
にCD44v6の発現欠失はワンパ蔀転移，不良な予援に
関係し，これら肝外担管霜，乳頭部惑を有する患者の
予後予測昌子となりうると考えられた。
16. Flow balance between the left and right cardiac 
output of an eccentric roller type total artificial heart 
（偏心司ーラ駆動式完全人工心臓の左右流量バラン
スについて〉
和田秀一（外科学第一｝
小型完全植え込み型人工心臓の実用化のため，編心
ローラ駆動式人工心臓の開発を行っている。この人工
心臓は左右の心拍出量の比が一定である。コンピュー
ターシミュレーション，モック試験，出羊を用いた動
物実験を行い，この人工心臓における左右心バランス
及び心房間シャント作成の有用性を検討した。コン
ピューターシミュレーションでは，，L、房間シャントを
作成することで左右の流量差が 1.2L/minまで変イとし
た場合でも左右の心房圧の 10mmHg以内に収めるこ
とができる結果となったC モック試験では，心房間シ
ャントの抵抗僅が 8mm百g・ 陀in/L程度の心房関シャ
ントを作成すれば有用と考えられた。動物実験では，
ローラポンプ型人工心識を駆動した時，気管支動原を
介して血流は左心拍出量の約10%と推離され，左右
の流入口の詞にシャントを作成することにより，生体
が必要とする左右の流量に対して適切に対応できるこ
とカf明らかになった。
17. Differential expression of facilitative glucose 
transpo代er(GLUT) genes in primary lung cancers 
and their liver metastases. 
（障癌震発巣および許転移巣における促通拡散型グ
Jレコース輸送担体遺伝子発現量の検討）
倉昌宝保（内科学第二）
i背景・目的｝悪性細胞は正常細胞に比し，グルコー
スの取り込み，干IJ用が克進しているO これは近年分離
された GLUTを介して行われている。今までに多く
283 
の癌種で GLUTの高発現が報告されており，予後不
良因子のーっと考えられている。今居，我々は部検姉
癌症例の原発，肝転移巣での GLじTの発現量をよヒ較
検討した。
［方法l35症例， 105部検検体（10の肝転移巣を含
む）を RT-PCR法を用いて GLUT1, 3, 5の発環量を分
析した。
［結果］原発巣は，正常姉に比し GLUTIが有意に
高発現を示した。好転移巣では，原発巣とよヒべ
GLじTlは差を認めなかったが， GLUT3,5が高発現を
示し，原発巣と転移巣での GLUTの発現形態が異な
ることを示した。
18. Microsomal epoxide hydrolase genotypes and 
chronic obstructive pulmonary disease in 
Japanese 
（日本人における覆性閉塞性続疾患と microsomal
epoxide hydrolase遺缶子多型の関連性の検討）
好 Jl 基大｛内科学第二）
慢性罰塞性肺疾患（COPD）は，’i量性気管支炎ある
いは姉気腫による気涜閉塞を持態とする疾患で，その
主因は喫煙で、ある。最近英毘人において， microsomal
epoxide hydrolase (mEPHX）の遺伝子多型がCOPD発
症に関連性を示すことが報告された。今田我々は， i日
大久野島毒ガス工場退職者（毒ガス傷害者）を含む司
本人358例を対象に， PCR-RFLP法を用い， COPDと
mEPHX遺伝子多型の関連性について検討したO 日本
人全体における mEPHX遺伝子アリル頻度は，英国
やフランスの報告とは有意に異なり，人撞差の存在が
示唆された。遺伝子型の分布は，建常人，姉癌患者，
毒ガス傷害者の間で有意差を認めなかった。毒ガス楊
害者において， mEPHX遺伝子型頻度は COPD患者
(40例）と非 COPD患者（140倒）との間には有意差
を認めなかったが， COPD患者における重症度との関
連性が示唆された。
19. 気管支端患に対する靖製ダニ排遺物託原による
減感作事法の臨床的検討
森奥良子〈内科学第二）
減感作壕法は古くより気管支端患などのアレルギー
疾患に対する根治療法として位量づけられてきた。現
在，減惑作療法がかかえている端息発作の誘発やアナ
フイラキシーショックなどの副作用の問題は治療抗原
液が組抗原であるためと考えられる。そこでより安全
で，効果的な減感作療法を確立することを百的とし，
精製ダニ排法物抗涼による減惑作療法を試みた。分離
